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研究課題名 胃癌に対する化学療法の効果予測因子の検討

研究の意義・目的

胃癌に対しては、６－７種類の抗がん剤が保険適応となっています。抗がん剤治療は、術後
の再発予防目的や転移を縮小させる目的で使用されます。当院で治療を受けられた患者さん
のデータを解析することにより、抗がん剤の効果を予測する要因にてういて検討します。本
研究のために新たに患者さんに負担をかけることはありません。

研究を行う期間 2023年12月31日まで

研究対象者の範囲
2007年1月1日～2022年12月31日に大阪公立大学医学部附属病院の消化器外科で、胃癌の 治
療のため受診された方が対象です。

お願いする内容
☑ 大阪公立大学医学部附属病院のみで研究いたします。

血液、組織、検査データ、診療記録等

頂いた試料・情報の管理
について責任者

田中　浩明　大阪公立大学大学院医学研究科　消化器外科学　講師

この研究を行っている施
設（共同研究機関）

大阪公立大学医学部附属病院

代表施設のURL URL:http://www.med.osaka-cu.ac.jp/ocum-surgery/index.html

研究の成果を公表する方
法

学会・論文などで公表する予定

研究に協力をしたくない
場合

下記に連絡することでいつでも本研究への参加を拒否できます。また、研究への参加を断っ
ても、診療に関する不利益等を受けることはありません。

連絡先 担当者：田中浩明　電話06-6645-3838
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